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「くらサポ」活動にあたって
感染予防の徹底を

くらサポ活動の様子を
支部長会議で確認

各地でくらサポ活動
をひろげる動き

◇９月５日に、三芳支部の運営委員会で
「くらサポを知る会（学習会）」を行い
ました。年内開始に向けてサポーター増
やしに取り組んでいます。

◇９月25日に、狭山市で「くらサポ検討
会」が実施されました。今年度の依頼
ゼロを返上しようと意気込んでいます。

◇９月28日に、飯能市でケアセンター
はんのうの職員向けに「くらサポ学習
会」を開催しました。また、コーディ
ネーターや理事、組織担当者が地域の
関連事業所へ営業訪問も行っています。

◇10月５日に、新座支部が「くらサポを
知る会」を計画しています。「くらし
サポーター」開始に向けて準備が進んで
います。

◇ 11月16日には、
所沢市で「くらしサ
ポーター交流会」が
予定されています。

内容は看護師によ
る感染予防の学習会
とサポーターの皆さ
んの交流会となって
います。

○ 利用者、援助者ともに対面するときにはマス
クを着用しましょう

○ 利用者・家族、援助者に発熱や風邪の症状が
ある場合は、援助を延期します

○ 援助活動の際には、密接、密閉にならないよ
うにし、とくに換気には気を付けましょう

○ 援助活動前後には、手洗いを実施しましょう

川口市では「くらサポ」の現状を情報共有
しようと、各ブロックの支部長会議でくらサ
ポ活動の報告を受けました。

イメージ写真

生協強化月間に伴っ
て、地域の「困った」
に寄り添いながら活動
の輪を広げていこう。
と話し合われました。

イメージ写真

コロナ禍で、組合員同士の
つながりが希薄になっていま
す。こんな時だからこそ組合
員さん同士の助け合い「くら
サポ」の活動が必要です。

また、利用とあわせて、サ
ポーター増やしをすすめま
しょう。


